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 コロナ禍ではありますが、2 学期のスタ

ートを無事に迎えることができました。36

日間の夏休みを終え、学校中に子どもたち

の笑顔が弾け、元気な声が響き渡りました。

始業式を境に、再び学校に「命」が吹き込

まれた瞬間です。やはり、「子どもたちのい

る学校はいいな」「学校は子どもたちが主

役だな」と感じてなりません。子どもたち

に負けないよう、「さあ、やるぞ！」と意気

込んでいるのは、恐らく私だけではないは

ずです。 

さて、今年の夏休みは、新型コロナウイ

ルス感染症の拡大とすっきりしない天候

とで、子どもたちだけでなく保護者の皆さ

んにとっても「ガマンの夏」だったと思い

ます。加えて、まん延防止等重点措置の適 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用を受けたことで、家庭での感染防止対策

の徹底が呼びかけられたほか、学校におい

てもその対策を強化するよう要請があり

ました。学校では、分散登校をはじめとし

て、感染対策の徹底をさらに進めていく所

存です。ご家庭でも、朝の健康チェックや

手洗い・手指消毒、家庭内マス

ク等、これまで以上にご理解と

ご協力をお願いします。 

感染症の猛威にふさぎ込みが

ちな時だからこそ、明るく笑顔で過ごした

いものです。

みんなでこの

苦境を乗り越

えていきまし

ょう。 

 

コロナに負けない 2 学期に！ 

夏休み中の学校は静まりかえっています。 

しかし、ひとたび子どもたちが来ると、 

学校は、生気に満ちあふれてきます。 

子どもたちの持つエネルギーは、計り知れません。 



 

 

県内において、12 日までまん延防止等

重点措置の適用がなされています。改めて

感染症対策の徹底を進めて参りましょう。 

【甲斐市教育委員会よりお願い（抜粋）】 

市内小中学校の 9 月 12 日までの期間の主な対応 

○健康観察・体調管理について 

・本人はもちろんのこと、ご家族全員の体調管理をお願

いします。 

・登校前に検温を確実に行い、発熱等の症状がある場合

は自宅で休養する。また、同居家族に同様な症状がみら

れる場合も、必ず登校を見合わせてください。 

・PCR 検査の受診等の連絡は確実に学校へお願いします。 

○授業について 

・グループでの活動や児童生徒が対面して長時間過ごす

授業（実験、調理実習、管楽器の演奏等）は控える。 

・合唱はマスク着用の上、前後２ｍ左右 1m の間隔が確

保でき、十分な換気が行える場合のみ実施も可能とする。 

・体育は、当面の間屋外で行い、屋内で行う場合は呼気

が激しくなる運動は控える。 

○学園祭・運動会等の学校行事について 

・感染予防対策を十分に講じた上で練習や当日を迎え、

現時点では保護者の皆様が参観できる工夫を模索する。 

※個人の感染予防には限界があります。学校全体、 

地域全体で感染予防に取り組むことで成果が現 

れるので一層のご理解とご協力をお願いします。 

 

【家庭における感染防止対策のお願い】 

（山梨県教育委員会の資料より抜粋） 

○基本的な対策（３密の回避、正しい手洗い、マスクの着

用（ファミリーマスク））の徹底 

○定期的な室内換気（３０分間に１回程度） 

○家庭に持ち込まない・広げないための対策の工夫 帰宅時

及びトイレ等の共用スペース利用の前後の手洗いや手指

消毒の徹底 

○大人数の会食等、感染リスクの高い行動の自粛 

○やむを得ない事情を除き、不要不急の外出・移動の自粛 

 

 

 

 

日本選手団が、過去最高のメダルを獲得

した東京オリンピック。その中で、インタ

ビューを受ける日本選手のすべてが共通

する言葉を述べていたことを記憶してい

ます。それは、「感謝」を伝える言葉です。

新型コロナウイルスに翻弄され、その開催

さえ危ぶまれる不安の中で調整を続けて

きた選手たちが競技を終えた後、皆一様に

「開催していただいたことに感謝しま

す･･」と述べていました。これは、今まで

のオリンピックや世界大会等にはなかっ

た光景です。 

一年の延期を経て、尚且つ、この夏も開

催できるかわからない状況の中、たくさん

の人々の尽力で開催できたことに、個人の

メダルの有無にかかわらず、感慨もひとし

おだったのではないでしょうか。 

私は、「おかげさま」という言葉を大切に

しています。今の自分があるのは、たくさ

んの人たちの関わりや支援のおかげであ

ると思っています。学校で充実した毎日を

送れているのも、子どもたちの笑顔や先生

たちの頑張りのおかげである。そう思って

います。人は誰かに支えられ、また誰かの

ために頑張っています。今回の日本選手の

言葉を聞き、改めて「おかげさま」を意識

するのでした。今日も、たくさんの人のお

かげでいい 1 日が送れました。(^_^) 

そのほか、紆余曲折のあった東京オリン

ピックですが、海外の選手や記者から、ボ

ランティアを賞賛する声が幾つも挙がっ

ていました。まさに日本人の「おもてなし

の心」が海外の人々の心を打ったのですね。 

 

 

 

～オリンピックから 
教えられたこと～ 

２学期の開始にあたり、４名

の転入生が新しく仲間入りしました。1 年生 1

名、3 年生 2 名、5 年生 1 名です。全校児童

429 名、みんなで絆を深めていきましょう。 

 

新しい友だち 


